
10

（
昭
和
町
第
１
・
第
２
）　

▽
第
３
民
生
区（
第

三
学
区
）
…
門
野
博
子
（
若
葉
町
東
部
、
鷹

匠
町
）、
阿
部
由
美
子
（
馬
場
町
）　

▽
第
６

民
生
区
（
第
六
学
区
）
…
本
間
克
史
（
み
ど

り
町
１
区
）　

▽
第
12
民
生
区
（
豊
浦
地
区
）

…
齋
藤
淳
子
（
三
瀬
４
区
）　

▽
羽
黒
地

区
（
羽
黒
地
域
）
…
榎
本
光
男
（
河
原
、
中

屋
、
楯
東
、
松
尾
、
桜
野
）、
加
藤
均
（
高
寺
、

下
馬
渡
、
石
野
新
田
）、
佐
藤
実
（
狩
谷
野

目
、
中
島
）、
福
定
葉
子
（
赤
川
、
希
望
ヶ
丘
、

三
ツ
橋
、
緑
ヶ
丘
）　

▽
櫛
引
地
区
（
櫛
引

地
域
）
…
菅
原
秀
子
（
上
山
添
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

税固
定
資
産
税
に
関
す
る
申
告
は
お
早

目
に（
申
告
は
１
月
４
日
○水
か
ら
）

▼
償
却
資
産
の
申
告　

■対
事
業
を
営
ん
で
い

る
個
人
や
法
人
で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
（
申
告
書
送
付
済

み
。
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
〈
地
方
税
電
子
申
告
シ
ス

テ
ム
〉
で
申
告
し
て
い
る
方
に
は
お
知
ら
せ

を
送
信
し
ま
す
）　

■他
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
場
合
で
も
申
告
資
産
が
あ
る
方
は
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
市
HP

▼
土
地
・
家
屋
利
用
状
況
の
変
更
の
申
告

■対
平
成
28
年
中
に
、
▽
建
物
を
解
体
し
た
方　

▽
非
住
宅
用
地
（
更
地
を
含
む
）
の
宅
地
に

住
宅
を
建
築
し
た
方　

▽
前
年
ま
で
に
農
地

の
土
地
を
購
入
し
造
成
し
た
宅
地
に
住
宅
を

建
築
し
た
方　

▽
火
災
・
天
災
等
で
住
宅
が

滅
失
ま
た
は
損
壊
す
る
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
で
そ
の
宅
地
を
住
宅
用
地
と
し
て
利
用

で
き
な
い
方　

▽
土
地
・
家
屋
の
用
途
を
変

ょ
う
。
▽
平
成
４
年
以
前
に
輸
血
を
受
け
た　

▽
大
き
な
手
術
を
受
け
た　

▽
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
製
剤
を
投
与
さ
れ
た　

▽
臓
器
移
植
を

受
け
た　

▽
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る

▽
健
康
診
断
等
で
肝
機
能
の
異
常
を
指
摘
さ

れ
、
そ
の
後
精
密
検
査
を
受
け
て
い
な
い　

■日
２
月
４
日
○土
・
７
日
○火
・
９
日
○木
・
18
日

○土　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■対

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
今
年
度
中
に

40
歳
に
な
る
方
、
ま
た
は
41
歳
以
上
で
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方　

■内
血
液
検
査

■費
３
０
０
円
（
40
歳
、
70
歳
以
上
の
方
は
無

料
）　

■申
１
月
16
日
○月
ま
で
健
康
課
☎
内
線

３
６
７
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り（
要
事
前
申
請
）

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を 

積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
が
ん
を
早
期
に
発

見
す
れ
ば
、
治
る
確
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
検
診
で
症
状
が
出
な
い
初
期
の
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■対
■対
①
子
宮
が
ん
検
診
…
今
年
度
20
歳
以
上

に
な
る
女
性
の
方　

②
乳
が
ん
検
診
…
今
年

度
40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
に
な
る
女
性
の

方
（
人
間
ド
ッ
ク
等
で
市
が
実
施
す
る
検
診

を
受
け
た
方
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
方
を
除

く
）　

■持
受
診
券　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他

生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減

免
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
民
生
区
（
第
二
学
区
）
…
五
十
嵐
卓

総
務
企
画
課
☎
内
線
３
３
９
へ　

■他
市
HP
。

広
告
掲
載
の
決
定
後
、
指
定
す
る
期
日
ま
で

広
告
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
の
場
合
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ

Ｇ
ま
た
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
。
作
成
及
び
費
用
は

広
告
主
の
負
担
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

健
康
・
福
祉

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

二
十
歳
の
君
が
つ
な
げ
る
命

　

病
気
・
け
が
の
治
療
・
手
術
な
ど
医
療
の

現
場
で
は
輸
血
用
血
液
が
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
尊
い
命
を
救
う
輸
血
用
血
液
は
人
工

的
に
つ
く
れ
ず
、
長
期
間
の
保
存
も
で
き
な

い
た
め
、
特
に
、
献
血
者
が
減
る
冬
期
の
輸

血
用
血
液
の
在
庫
確
保
が
重
要
で
す
。

　

成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
献
血
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
２
月
28
日
○火
ま
で　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２　

■他
献
血
実
施
日
や

場
所
等
は
HP

特
定
健
診
、大
腸
が
ん
検
診
、呼
吸
器
検
診 

集
団
健
診
の
最
終
日
程

■日
２
月
６
日
○月
・
10
日
○金
・
13
日
○月
～
15
日

○水
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
地
域

の
集
団
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方　

■問
健
康

課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
感
染
に
よ
る
肝
臓
の
病
気
で
す 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

次
に
当
て
は
ま
る
方
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
検
査
を
受
け
ま
し

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

市
政

公
立
保
育
園　

保
育
士
・
看

護
師（
臨
時
・
パ
ー
ト
）募
集

■
登
録
資
格　

保
育
士
ま
た
は
看
護
師
資
格

を
お
持
ち
の
方　

■
募
集
人
数　

若
干
名

■申
履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
お
持
ち
の
上
、

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
８
０
へ　

■他

申
込
み
時
に
臨
時
職
員
登
録
が
必
要

朝
日
地
域
の
催
し
や
伝
統
行
事
を
掲
載
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す

朝
日
地
域
振
興
カ
レ
ン
ダ
ー
広
告
募
集

　

同
カ
レ
ン

ダ
ー
に
有
料

広
告
を
掲
載

す
る
事
業
者

等
を
募
集
し

ま
す
。　

■
カ
レ
ン
ダ

ー
規
格　

Ｂ

２
判
（
表
面

に
４
月
～
９

月
を
、
裏
面

に
10
月
～
来

年
３
月
を
掲
載
）　

■
発
行
部
数　

１
、
４

０
０
部
（
同
地
域
全
戸
及
び
公
共
施
設
等
に

配
付
）　

■
広
告
規
格
・
募
集
数　

①
日
付

欄
（
縦
32
㎜
×
横
33
㎜
）
…
46
枠
、
②
日
付

欄
外
（
縦
１
４
０
㎜
×
横
１
１
０
㎜
）
…
２

枠　

■
掲
載
料　

①
１
、
０
０
０
円
、
②
１

万
円　

■申
鶴
岡
市
広
告
掲
載
要
綱
、
鶴
岡
市

朝
日
地
域
振
興
カ
レ
ン
ダ
ー
広
告
掲
載
要
領

を
確
認
の
上
、
１
月
27
日
○金
ま
で
広
告
掲
載

申
込
書
（
関
係
書
類
を
添
付
）
を
朝
日
庁
舎

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

平成27年度同カレンダー
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鶴岡
大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

羽黒
ふ
じ
な
み
住
宅

（
藤
島
地
域
）

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

温海
柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

３
月
中
旬
以
降　

■申
１
月
４

日
○水
～
19
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
温
海
庁

舎
）
へ１

月
26
日
○木
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う　
　
　

　

昭
和
24
年
の
こ
の
日
、
奈
良
県
法
隆
寺
の

金
堂
か
ら
出
火
し
、
国
宝
の
壁
画
が
焼
失
し

ま
し
た
。
国
民
共
通
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
火
災
、
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
全
国
的
に
文
化
財
の
防
火
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
を

災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

藤
島
歴
史
公
園
愛
称
決
定　　
　
　

「
Ｈヒ

ス

カ

ｉ
ｓ
ｕ
花
（
ヒ
ス
カ
）」

　

昨
年
に
開
園
し
た
同
公
園
の
愛
称
は
応
募

総
数
１
６
４
作
品
の
中
か
ら「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
愛
称
に
は
「
藤
島

歴
史
公
園
は
、
東
田
川
文
化
記
念
館
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
場
所
に

あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
藤
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る『
藤
の
花
』の
歴
史
も
積
み
重
ね
ら
れ『
歴

史
と
花
が
あ
ふ
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
の
よ
う

な
公
園
と
し
て
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
な
が

ら
歴
史
を
刻
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■問
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内
線
２
１
５

更
し
た
方　

▼
転
作
等
に
よ
る
地
目
変
更
の
申
告　

■対
▽

果
樹
な
ど
の
永
年
性
作
物
に
転
換
し
た
田

▽
か
ん
が
い
、
た
ん
水
設
備
が
な
く
用
水
で

き
な
い
状
態
の
田

▼
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築
軽
減
措
置
の

申
告　

■対
平
成
28
年
中
に
新
築
し
た
認
定
長

期
優
良
住
宅　

▼
共
通　

■
申
告
期
限　

１
月
31
日
○火　

■場

・
■問
償
却
資
産
の
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
４
２　

そ
の
他
の
申
告
…
同
課
☎
内
線

２
０
９給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
当
た
っ

て
の
お
願
い（
平
成
28
年
中
支
払
分
）

　

提
出
に
は
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
支
払
者
が
個
人

事
業
主
の
場
合
は
、
個
人
番
号
確
認
と
身
元

確
認
書
類
の
提
示
か
添
付
が
必
要
で
す
。
１

月
31
日
○火
ま
で
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

へ
。生

活
・
そ
の
他

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

 イタリア食科学大学と本市が戦略的連携協定を締結

◆これまでの経緯とこれからの展望
　平成27年10月のミラノ国際博覧会出展を機に、イタリ
ア食科学大学との食文化交流が始まりました。昨年２月に
12人の学生が食文化を学び体感するため本市を訪問。今
年２月・５月にも訪れることが計画され、こうした交流を
きっかけに「海外の視点から鶴岡食文化の価値を深めるこ
と」、「本市が日本の食文化を学ぶ重要な拠点となること」
を目指し、昨年12月７日に同大学と３年間にわたる戦略
的連携協定を締結しました。今後、
この協定に基づき同大学生等の研
修受入れや食文化体験プログラム
を構築し、市民との食文化交流や
研究教育機関等との共同研究へ展
開していきます。

◆イタリア食科学大学（ピエモンテ州ブラ市）とは
　スローフード協会の創設者で会長のカルロ・ペトリー
ニ氏が考案した「食科学（ガストロノミック・サイエン
ス）」を専門とする世界で初めての私立大学。70か国から
約1,600人の学生が学び、世界中で活躍しています。

◆協定締結の目的
○相互の連携交流から、鶴岡の世界的なブランド力の向上
　と地域の食文化の保存・伝承を図るとともに、世界から
　「鶴岡の食文化」を学ぶプログラムを展開する

◆協定の内容
①３年間イタリア食科学大学の学生等の研修受入れを行う
②同大学は、大学院等の学生を鶴岡市へ派遣し、市民との　
　食文化における共同活動を行う
③ユネスコ食文化創造都市としての市民活動及び市内高等
　教育研究機関との共同研究について協力する

◆最新の取り組み情報
■「鶴岡と世界の食文化を学び、世界とつながろう」
①国際 "食のカンファレンス "in鶴岡（昨年12月９日）
 「世界と食文化でつながろ
う」がテーマのシンポジウ
ム・ワークショップ。大黒
様のお歳夜の話やイタリア
食風に調理した行事食の試
食など、世界から見た鶴岡
の食文化を体感しました。
②市民体験型ワークショップ（10日）
　イタリアの学校給食の試
食や日本とイタリアの生ハ
ムの食べ比べ、様々な食材
で作ったチョコレートのク
イズ等食べて楽しむ催し。
親子連れなど、多くの市民
でにぎわいました。

ユネスコ食文化創造都市

■問本所食文化推進室☎内線527


